
＜道徳科の授業の成果＞ 
 

かしこい子 
授業に集中し、しっ
かり学習する。自分
で考え、行動できる。 
 

こころゆたかな子 
相手を思いやる優
しい心。きまりや約
束を守る。 
 

進んで学ぶ子

自ら考え、判断し行動できる子 

 

学び伸びる かねこ
・ ・ ・

の子 育成 

 

柱３ 「家庭との連携充実」 
（１） 保護者への啓発 

① 学年・学級だよりを通した情報提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 授業参観・学校公開日における道徳科授業公開  ③ ＰＴＡ行事への協力・参加 

（家庭での実践に期待した道徳科授業） （学校の教育活動に対する支援・協力） 

 

 

 

 

 

Ⅲ 成果と課題               

【１０月実施 全校児童アンケート】 

 

 

 

 

 

 
 
＜成果と今後の課題＞（〇成果 ●今後の課題） 
〇 授業のスタンダードや道徳ノート「こころノート」の活用が、児童に考え、議論させる上で効果的であった。 
〇 道徳科の授業改善が確実に進み、考え、議論する道徳へ近づいた。 
（自分の考えをもつ、友達の考えと比べてみる、自分ならどうするかを考える等） 

〇 道徳科の研究は、教師や児童の意識改善へとつながると共に、学校教育目標達成上有効であり、心豊か 

な児童育成へとつながった。 
● 児童の多面的・多角的な思考に向け、指導法の追究が一層必要である。 

令和元・２年度  入間市教育委員会・入間市教育研究会委嘱 

道徳科研究紀要 

 
  

  

 

 

Ⅰ 研究の全体構想 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  入間市立金子小学校 

柱１ 「授業の充実」 

（１） 授業の質的改善①：子供が考え活躍する授業（主体的・対話的で深い学び） 

（2） 授業の質的改善②：丁寧でわかりやすい指導（ユニバーサルデザイン化） 

柱２ 「日常活動の充実」 

（１） 教育活動全体で取り組む道徳教育 

（２） 心を育てる環境づくり 

柱３ 「家庭との連携充実」 

（１） 保護者への啓発 

ねばりづよい子 
進んで運動したり、
何事も最後までや
りぬいたりする。 
 

ＰＴＡ全校除草作業 ＰＴＡ資源回収 

心身共に健やかな子 

たくましく生きる子 

相手を思いやる優しい心 

社会性・心豊かな子 

 

学校教育目標 

   こころゆたかな かねこ
・ ・ ・

の子 育成 

   ～考えよう よりよく生きるために～ 
 

けやきそびえる 

【研究主題】 



 

「主人公は何と何で迷っていますか。」（限定発問）、「〇〇の場面の前と後では、どう違いま

すか。」（関連発問）、「〇〇さんの考えについて、どう思いますか。」（考えを広げる発問） 等 

 

 

￥ 

 

① 発達段階に応じた指導の要点とねらいの設定 

 

      

 

 

 

 

② 「金子の道徳」（金子道徳スタンダード）を活用した授業づくり  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 道徳ノート「こころノート」の活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）授業の質的改善②：丁寧でわかりやすい指導（ユニバーサルデザイン化） 

① 落ち着いた環境づくり    ② ユニバーサルデザインにもとづく授業づくり 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 柱２ 「日常活動の充実」 

（１） 教育活動全体で取り組む道徳教育 

 

 

 

 

（２） 心を育てる環境づくり 

                 

 

 

 

 

＜授業づくりの仕方＞ 
① 「内容項目の概要」と各学年の「指導の要点」の把握（指導観） 

② これまでの学習状況及び児童の実態の把握（児童観） 

③ 教材の特質の把握・活用方法の検討（教材観） 

④ 主題・ねらいの設定   

⑤ 学習過程の設定 

⑥ 発問の設定 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜３つの要素を意識した授業づくり＞ 
・登場人物への自我関与が中心の学習 

・問題解決的な学習  

・道徳的行為に関する体験的な学習 

＜多面的・多角的に考えるための工夫＞ 
・ 考えたくなる問いを投げかける。 

・ 受容→切り返す問い、揺さぶる問いで考えを深める。 

・ 対話活動で様々な考えに触れる。 

（教師、友達、主人公、自分との対話） 

・ 思考ツールの活用 

（心情円盤、帽子、座標軸、名札、付箋紙、ホワイトボード等） 

＜各学習過程のポイント＞ 
【導入】  
問題意識をもつ時間 

（アンケートの活用、教材への関心づけ等） 

【考える】 
価値について、自分の考えを深める時間 

【振り返る】  
道徳的価値について「今までの自分」を 

振り返り、「これからの自分」を考える時間 

 

刺激量の調整（黒板周辺） 視覚化を重視した提示の工夫：写真、絵、実物等 

児童の考えを焦点化する発問 

考え、議論する道徳のために 

構造化された板書 

ペア、グループ、全体での共有化 

あいさつ運動・あいさつの木 くつそろえ いいとこミッケの木 

導入 

考える 

振り返る 

柱１ 「授業の充実」 

 （１）授業の質的改善①：子供が考え活躍する授業（主体的・対話的で深い学び） 

 

「金子の道徳」 

無言清掃 講話集会（命について） 人権標語紹介 

各学年の道徳コーナー 


